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(3) 日本海：大気からの鉄供給量が多いため，
表層における鉄濃度が高い栄養塩欠乏型海
域であることが、明らかになりつつある。 

１．研究計画の概要 
 高い基礎生物生産縁辺海域であるベーリ
ング海及びオホーツク海について、鉄及び栄
養塩の挙動と基礎生物生産との関連性，並び
に植物プランクトンブルームの発生メカニ
ズムを、低基礎生物生産縁辺海域であると考
えられる日本海及び高基礎生物生産海域で
ある北太平洋高緯度域と比較検討する。 

(4) 北太平洋：北太平洋の鉄に関する東西比
較を行ない、東西では鉄の供給源及び供給量
が大きく異なることが明らかになり、東西で
の基礎生産の違いとして現れていると推定
される。北西部北太平洋では、オホーツク海
及び大気からの鉄供給量が高いが、北東部北
太平洋への鉄供給は、大気からが主であり、
その供給量も少ないと考えられる。 

 特に高基礎生産海域である南東部ベーリ
ング海陸棚斜面域、ベーリング海峡西部、オ
ホーツク海大陸棚周辺海域での植物プラン
クトンブルームの発生及び維持機構につい
て、鉄及び栄養塩の挙動とそれらの起源につ
いて、化学・生物成分及び物理データから明
らかにする。また比較のため、栄養塩欠乏型
海域である日本海中央部、及び鉄欠乏型海域
であるベーリング海海盆及び北部北太平洋
について、鉄及び栄養塩供給源を化学・生物
成分及び物理データから明らかにする。 

 
３．現在までの達成度 
(1) 南東部ベーリング海海盆域及び陸棚斜
面域：③やや遅れている。特に陸棚斜面周辺
海域及び海盆域について、化学及び物理観測
を重点的に行なう必要がある。 
(2) オホーツク海：②おおむね順調に進展し
ている。アムール川、東部サハリン大陸棚か
らの鉄供給及び千島列島海峡における潮汐
混合による鉄及び栄養塩の北西部北太平洋
へ供給が明らかとなった。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 南東部ベーリング海海盆域及び陸棚斜
面域：海盆域表層では、栄養塩は豊富に存在
しているが、基礎生産が低く抑えられている
典型的な鉄欠乏型海域であり、大気からの鉄
供給が非常に少ない。しかし、陸棚斜面域で
は長期間植物プランクトンブルームが維持
されており、海盆域表層の栄養塩と陸棚底層
の鉄の表層への供給があるためと考えられ
る。 

(3) 日本海：②おおむね順調に進展している。
一部はすでに公表し，残りの部分について最
終的なまとめに入っている。 
(4) 北太平洋：②おおむね順調に進展してい
る。一部はすでに公表し，残りの部分につい
て最終的なまとめに入っている。また平成２
１年度は北太平洋東西ラインをもうけ、最終
調査研究する予定である。 
 (2) オホーツク海：千島列島海峡における潮

汐混合による鉄及び栄養塩の北西部北太平
洋へ供給が明らかになり、親潮域での高い基
礎生産を支える大きな役割を果たしている。 

４．今後の研究の推進方策 
(1) 東部ベーリング海海盆域及び陸棚斜面
域：今までの海盆域調査地点は、アリューシ



ャン列島に近く、北部北太平洋から中深層の
鉄が表層に供給されている可能性があるた
め、海峡内での鉄の挙動を明らかにする必要
がある。またベーリング海中央海盆域及び陸
棚斜面域について、鉄及び栄養塩の動態と物
理観測調査を進める予定である。 
(2) 北極海、ベーリング海峡、日本海：これ
らの海域の調査航海は昨年で全て終了し、今
後は一部の化学成分分析後、データ解析する
予定である。 
(3) 北部北太平洋：縁辺海との比較のため、
北太平洋東西ライン観測を行ない、鉄の供給
源を明らかにする予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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